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カキクダアザミウマの発生消長と

発育に及ぼす温度の影響

内 山 圭 二事 河 田 和 雄

カキクダアザ ミウマPonticulot/m'ps d20SPyrosiはアザ ミウマ 目クダアザ ミウマ科

Thysanoptera,Phlaeothripidaeに属 し,カキの.#や実を加害する害虫である.本櫛は岡

山賑下で初めて発生が確認された(逸見 1979).その後,新属新種 として記載された(Haga

andOkajima 1983).現在まで,同属種の記磯はなく,日本以外において発生の記錨 もな

レヽ

本種の野外における生態については,咋 1匝卜発生することが知 られている (逸見 ･橋本

1984).すなわち,越冬成虫は4月頃カキの若菜に飛来 し,集線を嶺に巻 くゴーールを形成す

る.4月T旬から5月上旬にかけてゴール内で産卵する.卵は灰白色,長さ約0.3mmの楕

円形である.幼虫は2齢期,虫副ま3齢期を経過 し羽化する.新成虫はカキ,アカマツ,ヒ

ノキなどの樹皮下へ移行 し,夏から冬を過ごし,翌春カキの若菜に飛来する.しかし,カ

キに2次伸長枝が発生するなどの特殊な条件下においては,少数の第2世代が発生する(松

本 1987).

本実験では,野外における本棟の発生消良と.各ステージの発育に及ぼす温度の形轡に

ついて調べ,若干の知見を得たので,その結果を報告する.

本文に先立ち,実験材料の坤備にご尽力TEiいた岡山大学資源生物科学研究所,福岡まりF技官に煙くお礼

申し上げる.

実験材料および方法

岡山県下におけるカキクダアザ ミウマの発生梢良調査 を1986年 4月20日から,同年 7月

10日まで合計6回行った.場所は岡山市津島岡山大学農学部構内のカキの木を用いた.コ

-ルを形成した葉を3枚採取 し,700/.ェタノールで固定 した後,実体顕微鏡下でゴール中

にいる虫の数を卵,幼虫,蛸及び成虫の各ステージごとに記鈷 した.そして,全虫数 と各

ステージの割合を調査 ETごとに'-J<した.また.各ステージの発育に及ぼす温度の影軌 こつ

いて調べるため,野外又は実験室内で採取 した卵を,水を張ったシャーレ(90×20mm)に浮

べたシーロンフイルム上で将化させた (Fig.1).食植性アザ ミウマ難の飼育には,背通好主

植物の生薬が使われるが (Sakimura 1961,Bailey 1932),本種の場合には,生薬では
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死亡率が高いうえに,羽化までに度々餌を交換する手間がかかるため,カキの芽出し苗を

用いる方法を採用した.試験管 (24×100mm)を2本つなぎ合せ,底に水を入れ,餌を脱

脂綿で固定し.試験管の上部とつなぎ目はパラフイルムですき間なく班って供試虫を放飼

した (Fig.2).

実 験 結 果

1.発生消長

カキタダアザ ミウマの卵が殺初に採集されたのは1986年 5月6日であった.4月20Elの

調査では,越冬成虫のみで卵は全くみつからなかった. 5月20日には初めて1齢幼虫が採

集され,6月2日には 1齢,2齢幼虫と1齢,2齢蛸が採集され,6月11日には全てのス

テージが確認された (Fig.3). 7月10日にはゴール菜は落下し,成虫や蛸が幼果,薬事や

樹皮などの上を歩行しているのか認められた.全虫数は5月6日から急激に増加 し,6月

2日には黄大仰に達したが,6月11日には早くも減少する傾向を示した (Fig.4).この時
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期になると,餌の悪化によって移動する胴体かでるものと考えられる.

2.発育に及ぼす温度の影響

卵は10℃では僻化しなかったが,158,20u及び25℃では卵期間はそれぞれ14.6,7.3.4
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6日であった.温度(Ⅹ)と発育速度 (Y)との関係を示す回帰式は Y-0.0148Ⅹ-0.ユ557

(γ-0.999)となり,この回帰式から埋諭的発育'#′貴を求めると,10.5℃と推定された.

また,有効椅ち封温度は68日皮であった (Fig.5).
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幼虫は10℃では発育不可能で,全て死亡した.150,20甘,250及び30℃における幼虫期間は

29.2,16.2,.9.2,9.5Elであった.幼虫期間は15℃～25℃の問では,温度が高くなるにつ

れて短か(なるが,30℃の高温では発育に遅延がみられ,幼虫期間は若干長 くなり,発育

速度が低下した.幼虫の発育と温度との関係を示す回帰式は発育に遅延がみられる30℃を

除くと,Y-0.075Ⅹ-0,0813(γ-0.992)となった.なお,幼虫期の理論的発育考,酎ま10,8℃,

有効横井温度は134日度であった (Fig.6).

蛸は10℃の低温では発育できなかった.150,20o,250,及び30℃では蛸期間はそれぞれ23.4,

10.1,6.0,6.8日であった.蛸期間は15°～25℃の間では温度が高くなるにつれて短か(杏

るが,30℃の高温では逆に0.8日長 くなった.荷塩による発育遅延のみられる30℃区を除く

と,蛸の発育と温度との関係は,Y-0.0126X-0.1503(7-0.993)の回帰式で示され,

理論的発育零′酎ま11,9℃,有効租界温度は79円皮であった (Fig.7).
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Fig 7.Pupalperiod (closed circles) and speed oFdevelopment(open circles)

考 察

岡山市では,カキクダアザ ミウマが敢初にカキの木に飛来したのは4月20日であった･

しかし,この時期には卵はみられなかった.卵が毅初に確認されたのは5月6日であった･

越冬成虫の飛来時期や当時の気温などから推定すると,菓初の産卵は4月下旬から5月上

旬の間に行われたものと考えられる.5月20日には卵と幼虫が,6月2日には卵,幼虫と

蛸が,6月11日には卵から新成虫まで全てのステージの存在が確認された･個体数は･李
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節の推移とともに増加 し,6月2日には帖高値に達した.しかし,その後 6月11日には減

少し,7月10E]の調査では,ゴール束は落下し,ほとんど見られなくなった.この間,コ

ール兼から離脱した新成虫と蛸は.幼巣や糞上にしばらくの間符生し.その後除々にカキ

の樹皮などの潜伏場所へ移動するものと考えられる.

卵は150-25℃,幼虫と蛸は150-30℃までの温度で発育が認められた.しかし,30oCの高

温では発育遅延のため,幼虫と蛸の期間が若干良くなる傾向がみられた.幼虫は1齢期と

2齢期を経過するが,2齢期間の方がやや長かった.蛸は1齢期から3齢期まで経過する.

20℃では3齢期間が壌長で以下 2齢, 1齢期間の順となったが,25℃では各齢期間の差は

ほとんど見られなかった.150,200,25℃の3温度条件での飼育結果から,本純の卵,幼虫及

び蛸の温度 (X)と発育速度 (Y)の回帰式は,卵ではY-0.0148X-0,1557(㍗-0.999),

幼虫ではY-0.075X-0.0813(γ-0.992),蛸ではY-0.0126X-0.1503(γ-0.993),と

なった.この回帰式から求められる理論的発育零点と有効概算温度は,卵では10.5℃,68

日度.幼虫では10.8℃,134日度,蛸では11.9℃,79日度であった.

摘 要

カキクダアザミウマの岡山市における発生消長と各ステ-ジの発育に及ぼす温度の'L;珍闇

を調査し,次の結果を得た.

澱初の卵は5月6日,幼虫は5月20日,蛸は6月2El,新成虫は6月11日に確認された,

個体数は5月6日から急激に増加し,6月2日に革高値に達した後,6月11日は減少した.

7月10日にはゴール薬が落下し,成虫の分散が見られた.各ステージの発育と温度との関

係を示す回帰式は,卵ではY-0.0148X-0.1557(γ=0.999),幼虫ではY-0.075X-0.0813

(㍗-0.992),蛸ではY-0.0126X-0.1503(γ-0.993)となり,理論的発育零点と有効械

算温度は,卵では10.5℃.68日嵐 幼虫では10.8℃,134日度,蛸では11.9℃,79日度であ

った.
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Seasonalprevalenceandeffectof

temperatureonthedevelopmentof

Ponticulothripsdiospyl･OSiH AGA etOKAJIMA

KeijiUcHLŶMAandKazuoKAWADA

Summary

OccurrenceandabundanceofPontiLLulolh?勿sdiosi)yosiwerestudiedin1986at

OkayamaCity.Theeggsweredepositedbyoverwinteredadu】tsonthepersimmon

leavesinthelstweekofMay.Then仙elar＼′aeappearedinthe4thweekofMay,

pupaeinthelstweekofJuneandnew adultsinthe3rdweekofJune. The

populationincreasedrapidlyuntilthelstweekofJune,butdecreasedinthenext

week, OnJuly10thegallingleavesfelltothegroundandnew adultswere

dispersed.

Therelation between temperature and velocity ofdevelopmentwas linear

between 15and 25℃. ThetheoretlCaldevelopmentzero and とheeffective

cumulativetemperaturefordevelopmentwere10.5℃ and68day-degreesforthe

eggperiod,10.8℃ and134day-degTeeSforthelarvalperiodandll.9℃ and79

day-degreesforthepupalperiod.
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